HITACHI 

Inspire the Next 

曰立遠ホか線/《ネルヒーター 

取扱説明書 

VHP-1100 お I 家庭用 I 

このたびは日立遠赤外線パネルヒーターをお買い上げいただき、まことにありがと 
ラございました。 

参この r 取扱説明書」をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

参お読みになったあとは大切に保存してください。 


(保証書付） 

保証含はこの取巧説明害 
のま表紙につし、てし、ます 
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安をのため化ずお守 0< だをい 


絵表 7 J て I こ〇し、て この取扱説明§および製品への表示では、製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の 
人々への危害や巧産への損害を未然に防止するために、いろいろな給表示をしています。その表 
示と意巧は次のよラになっています。巧容をよく理巧してから本义をお読みください。 


A 舉化 この表示を無視して、誤った取扱いを 
胃 D すると、人が死 t ： または重傷を負う可 
能性が想定される巧容を示していま 
す。 

A み言 この表示を無視して、誤った取扱いを 
すると、人が傷害を負ラ可能性び想定 
さ.れる内容および物の損害のみの発生 
び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 

A この記号はま意（を険-養告を含む）を促す 
内容があることを告げるちです。図の中に 
具体的なミ主意内容び巧かれています。 

0 この記号は禁止の行為であることを告げる 
ちのです。図の中や近榜に具体的な禁止巧 
容が描かれています。 

この記号は行為を強制したり指示する内容 

〇 を告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容が描かれ 
ています。 


A1 

を化 1 

ミロ 

改造は絶巧にしない。ヴービスマンむがの人は、 
分解した 0 修理しない。 

(乂災-感逗-けびの原因） 

修理まお買し、上げの販売店 
または曰立家霉品のお客様 
ご相談窓□にご相談くださ 

分! 脚* 止 

里源コードや差込プラグを傷つけたり、破損した 
り、カロエしたり、無理に巧げたり、引っおったり、 
ねじったり、たばねて通巧したり、高温部に近づ 
けたり、重い物を載せたり、はさみ&んだりしな 
い。 

(里源コードび®損し、义が-感里の原因） _ 

Q 

定巧 1 已 A W 上のコンセントを単; 

(他の器具と併用すると分岐コンセ 
て発义の原因） 

rp=? 

妊で使用する。 

ント部び異常発熱し 

k 

前面カバーの巧やを面の放熱孔、の込孔に、ピン 
や針•金などの金属物等、異物を入れない。 

(感巧や異常動作してけびの原因） 


雜れていてち長時間同じ箇所をあたためて使用し 
ない。 

(低温やけどをおこす恐れ） ベ— 

乳幼巧やご自分で温度調節のできないかたなどび 
使用されるときは、特にま意ずる。 

(やけどの巧れ） 

差込プラグはコン- 
差し込む。 

(感里-シヨート•ミ 

tz ントの奥までしっかり 

を煙-発义の恐れ） 

差込プラグのほこりなどは定期的にとる。 

(感里-シヨート.発义の原因） 

差込フラグを抜さ、乾いた巧でふいてくだ 
さぃ。 
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ごづ< 




AI 

善告 


電源コードや差シ 
の差し込みがゆ3 
(感巧- シヨー ト- 

、プラグび傷んだ0、コンセント 

3 いとをは使用しない。 

発火の原因） 

交流100 V 1 U がでは使用しない。 

(义災-感逗の原因） 

船舶、自動車の直流亀源や、 

20 0 V 里源で使用しないで 
<ださい。 

Q 

本体に柔つたり、傾けたりしない。 
(転倒してけびの原因). 

〇 

濡れた手で差込プラグを巧を差ししなし、。 
(感巧やけびの原因） 

(§) 

め nfHih 


A ミ主意 

スプレーなどの生を本かにのせた0、近くに百か 
ない。 

(爆発や乂災の原因） 1 V 

乾燥等他の用途に使用しない。 

(週熱して発义の原因） 

差込プラグを巧くときは、空源 A 

コードを持たずに必ず先端の差 
込フラグを持って巧く。 

(感電や シヨート して発火の原因 ） V 

〇 

使用時がは、差込プラグをコンセントか5巧く。 
(やけど、絶縁劣化による感里•漏里义災の原因） 

を 

乃熬く 

本巧の掃除は、必ず差込プラグを巧き、本体びさ 
めてから行う。 

(感里ややけどの原因） 一^ 

〇 

ぺットなどの暖房用には使用しない。 

(ぺットび本体や语源コードをおめ、义災の原因） 

0 

移動や持ち運びのときはま意ずる。 

(落下してけびの原因） 

※必ず本体びをえてから本体のとって 
を両手で持って、持ち上げて運んで mm 

ください。 

脚をパしたり、逆さまにしたり、寄り巧けたり、 
倒したりしない。 

(過熱や火災の原因） — 

Q 

使用中や使用をしば5くは、本が上面や 
前面カパーなどに触れない。 

(やけどの原因） 

(D 

巧 M 巧止 

本体に水やお茶をこぼしたり、掛けたりしない。 

(故障-過熱-感里の原因） 

※こぼしたとさは、直ちに使 
用を中止し、販売店の点検 
を受けてください。 

水*れ化 
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…巧をのためがずお守り<だをい 


A 使用」 

二のま意 


本巧に強い衝装を加えたり、 

前面カパーををおさせない。 

(損傷-感里-けびの恐れ） 

( S ) 

テープルタップは使用しない。^ 
(週熱してやけどや火災の 淪 
麵 

Q 

ミ谷室など湿気のをい場所、水び掛かり 
やずい場所で使用しない。 

(過熱•故障-感電の恐れ） 

Q 

前面力/ f - をがして使用しない。 

(過熱•故障•感里-やけど-火《の原因） 

0 

力ーテンや布団など燃えやずいものの 
近くで使わない。 

(乂災の恐れ） 

Q 

脚を本体に取り付けなし、状態ではお巧 
に使用しない。 

(倒れてけびをしたり過熱-火災の原因） 

Q 

前面カバーやが熱孔、吸込孔などに手 
を入れたり、物を入れない。 

(けびや巧垣の原因)） 

〇 

要ち蔵品や熱に顏いちのなど暖まると 
困るものを前に置かない。 

(室温びほ< てち、遠赤外線で暖め5れ、 
変質.変形.変色.発火の原因） 

Q 

不巧定なところに設坦しない。また壁 
によりかけたり、傾かせて使わない。 
(過熱-义災の原因)） 


他の熱器具の近くで使用しない。 
(過熱して义災の恐れ） 

0 

次のようなかたびお使いのときは特にま意ずる。 

就の児、自分で温度調節のでさないかた、皮虜感覚の弱いかた、子供、年寄0、巧巧のおいかた、お気を誘ラ薬 
(睡眠薬、かぜ薬）を服用されたかたや、深酒、疲労の激しいかたなど。 

-定時間ごとにがを致)かずなど、ま意して使用ずる。 

発熱面に直接猫れたまま使用しない。 ^9 


知つておいていただをたいこと 


遠赤外線バネルヒーターは、遠赤か線の放射によりジ 
ワーッと暖めますので、里気ス I ''ーブのようにヒータ 
ーパネルは明るくな0ませんが、マイルドな暖かさび 
得5れます。また、すぐには暖まりません。 

室温の高い部屋で運転しますと、安全装置の温度過昇 
防止装垣が涵いて運転を停止することがあります。こ 
の場合は、本体びちえるとブヴーが r ピッ J と鳩ります。 
巧源ボタンを巧し、再度運転をしてください。 

本体び大きく傾いたり、強いおおを如えると、拉倒 
OFF スイッチが曲を、ブヴーび鳴り、里源ランフぴ点 
巧し、ヒーター通里を停止しまず。本体を立て、里源 
ボタンを押して、電源を切ってください。（ブザーび鳴 


っているとさに、本体を戻すとブヴーは鳴り止みます 
が、里源ランプは点おし続けます。） 

巧]めて使用するとさやシースンの使い始めのとさ、金 
属やヒーター等に付着したミ由やほこりが焼けてかしに 
おうことがありますが、異常ではありません。ご使用 
にとちないな < なります。 

ご使用中に発熟部が多少そって、音びずることがあり 
ますび、本体が熱によりお張、収縮するためで異常で 
はおりません。そのままお使いください。 

ラジオ、コードレス巧話などに雜音び入ることがあり 
ます。本体から 50 cm じ Lh 離したり、向さを変えたり 
して < ださい。 


低温やけど 
について 


やけどには、すぐに熱いと感じるやけどと、その時は熱し化おじない温度にをかかわ5ずや 
けどしてしまラ低温やけどがあります。また、至近距雜（約 SOcmm 巧）で遠赤外線を直接 
長時間受けてち、ほ温やけどになることびありますので十分にごま意ください。 
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各部のなまえとはた 6 を 


〇づ< 


a 




前面 カバー 
(植毛加工） 


ヒーター パネル 

(巧部の放熱板） 


r 内蔵式起倒 OFF スイッチ 

本体び傾いたり、あ倒したりしたとき通巧をとめます。転倒した 
が態では巧源ポタンを押してち通おしません。 


本体 


操作パネル 


電源コード 


差込プラグ 
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…る部のなまえとはた 5 を 




電源ランプ 


電源ボタン 

ヒーター 切換 
ランプ 

ヒーター切換 
ボタン 

おやすみ 
タイマーランプ 


タイマーボタン 


おはよラ 
タイマーランプ 


蝶ボタン 


FAR INFRARED HEATER 


電源ボタン 


1回巧ずと電源が入り（電源ランプが点な）、ちラー回 
巧すと巧源が切れまず。（巧源ランプび消な） 


電源ランプ 


点巧で電源「入」の状態、消巧で電源「切」の状態を示 
します。点滅は転倒 OFF スイツチび作動したことを示 
します。 


ヒーター切換ボタン 


ヒータ— の出力（「強」 r 弱」）を切り換えます。 

• ボタンを押ずごとに r 強」一 r 弱」一「強」と設定でき 
ます。 

•空源ポタンを巧し、蛋 _^「強 J _ 

ミ原を r 入」にしたとき I _「弱 」^_I 

は「強」に設定されて 

います。 

•差込フラグを差し込んだまま電源ポタンを巧し、電 
源を「切」にすると直前の出力設定 （ 「強」「弱」）び 
維持されます。 


おやすみタイマーボタン (切タイマー) 

おやすみタイマーの働く時間を設定します。 


• ボタンを巧すごとに時間は下のよラに設定でをます。 
•タイマーを解除する 


とさは涅源ボタンを 
巧し、一度電源を「切」 
にして < ださい。 



1 一2一3一4 



1時間ごとに設定 


おはようタイマーボタン (入タィマー) 

おはよラタイマーの働く時間を設定します。 

• ボタンを巧すごとに時間は下のよラに設定でをます。 
•タイマーを解除する. 


とさは里源ポタンを 
巧し、一度電源を「切」 
にして < ださい。 



1時間ごとに設定 


※ブヴーは差込プラグをコンセントに差し込んだとを、 
ち操作ボタンを巧すたびに r ピッ」と1回鳴ります。 
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巧用前の準備 


1 本体に脚を取り付ける 

① やわらかい物の上に、本体を逆さまにして立てて 
くださし、。（ジユウタン、 畳、 毛布、巧の上が適当 
です。） 

•本体を倒さないよラ十分を意してください。前面力 
ノて一を下にして取り付けないでください。前面カバ 
一び変形することびあります。 

⑨ち図のよラに本体の凹部と脚の凸部を合わせて脚 
を取り付け、ちよラボルトで確実に締め付けてく 
ださい。ご使用にとをない、ちよラボルトが緩む 
ことがありまずので、そのつど増し締めをしてく 
ださい。（出荷時、脚とちよラポルトは、ポリ袋に 
入つています。） 

つ 障害物や可燃物か5十分離す 


〇 ち全のため周囲との距離を十分とって設置してく 
ださい。 

〇 ち図のよラに周囲から雜して使用してください。 
〇 安定した平!5な床面に設 g してください。 




ちよラボルト 
に個） 



本化の持ち運びかた 


► 


•下図のよラに、本体両端を両手でしっかり持ち、とってに指をかけてか5持ち上げて運んでください。 
※必ず本体が冷えてから持ち運びをしてください。 

※本体は質最僅さ）び約 8 kg ありますので、十分を意して持ち運びをしてください。 



とつて 


A ま意 


•前面カバーや放熱孔-の込孔などに手をかけて 

持ち運ばない。 

(変形-けがの原因） 

QJ 
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正しい巧いかた 


1 差込プラグをコンセ 
ントに差し込み、電 
源ポタンを巧し、電 
源を「入」にずる。 


•電源ランフび点なします。 

• ヒーター切換ランプの「強」が点 
なしまず。 


up 


FAR INFRARED HEATER 


3 使用後は電源ボタン 
を押し、電源を r 切 J 
にし、差込プラグを 
巧く。 


•電源ランプとヒーター切換ラン 
プが消なします。 



2 


2 


ヒーター 切換ポタン 
を巧し、お好みの出 
力設定 （ r 強」「弱」） 
を選ぶ。 


• ヒーター切換ボタンを押すたび 
に下記の順序でランフび切り換 
わります。電源を r 切」にしても 
差込フラグを巧くまで直前の出 
力設定（「強」 r 弱」）を記憶して 
いまず。 

I —-「強」— I 
' —「亂-~ ' 




巧 ■ 

C 

3 4 

2參 

参参 

1 m 

おやすみ 


タイマ- 

時間 

6 7 

ら> 

• V 

4參 

おはよう 

タイマ- 

3參 


時間 

…- 


暖房運乾（連続運起) 


1*3 
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タイマー運乾 


fc 策な もも J (切タィマ-) 



H 差込プラグをコンセントに差し込み、 

1電源ボタンを巧し、電源を r 入」にずる。 

•巧源ランフび点なします。 

• ヒーター切換ランプの「強 J が点なします。 

Q ヒーター切換ボタンを巧し、お好み 
ム の出力設定 （ r 強 J 「弱」）を選ぶ。 

•現在の時刻から暖房を停止ずるまでの時間を合 
わせまず。 

• 設定できる時間は1〜4時間までの間で1時間単 
位です。 

• おやずみタイマーボタンを巧すたびに左記の順 
序でランフび切り換わりまず。おやずみタイマ 
ーボタンで時間を設定すると同時にタイマーは 
稼働しまず。 

•時間の経過ととちに、ランプの表示時間び1時間 
ごとに切り巧わ0、残り時間を表示します。 

• おやすみタイマーを解除するときや設定を変更 
ずるとをは、一度®おポタンを巧し、電源を「切」 
にしてください。 

〇おやずみタイマーボタンを巧し、ご 
〇希望の時間に設定ずる 

1--1-*2—3—4 -1 

1時間ごとに設定 


te 可化ちた (入タィマ-) 


1^1可 



差込フラグをコンセントに差し込み、 
電源ボタンを押し、電源を「入」にずる。 


* 巧源ランフび点なします。 

• ヒーター切換ランプの階」が点口しまず。 


2 ヒーター切換ボタンを押し、お好み 
の出力設定 （ r 強 J r 顏 J ) を選ぶ。 

Q おはようタイマーポタンを巧し、ご 
〇希望の時間に設定ずる 


♦3 一4一已一*己一7一8 - 


• 現在の時刻から暖房を開始するまでの時間を合 
わせます。 

• 設定できる時間は3~8時間までの間で1時間単 
なでず。 

• 時間の経過ととちに、ランフの表示時間が1時間 
ごとに切り換わり、暖房を開始ずるまでの時間 
を表示します。 

• タイマーを解除ずるときや設定を変更するときは、 
一度®源ボタンを巧し、里源を r 切 J にしてくだ 
さい。 


1時間ごとに設定 


^ ^ おはようタイマーが風いて里源が入ったあと、消し忘れなどの防止のために、自围 I のに3 

- I 時間をに) i 乾を停止しまず（取原が切れたをにブヴーの巧 i 続音で©知らせします。）自動 

停止掛こ続けてご使用の場合は、再度電源ボタンを巧し、電源を「入」にしてください。 


おやすみタイマー十おはようタイマー J 


麵おやずみタイマーとおはよラタイマーを同時に組 
み合わせた設定をずることがでさまず。 


•おはよラタイマーの設定時間がおやすみタイマーの設定時間より短い場合、または同時間の設定でおはよラタイ 
マーを先に設定操作した場合は、おやずみタイマーび優先され、おはようタイマーランフは点なしまずび、おは 
よラタイマーは作動しません。 

•おやすみタイマーの設定時間に到達ずるとヒーターへの出力は停止しますび、電源ランプは点灯したままです。 
•時間の経過ととちに、ランプの指示時間び1時間ごとに切り換わります。 

• タイマーを解除するとをは、一度畢源ポタンを押し、里源を「切」にしてください。 

• おはよラタイマーでは自動停止システムが働をます。 





























お手人れと保管 


A ミ主意 

•必ず運転を停止し、差込プラグをコンセントから 
巧いて、本巧び;ちえてか5お手入れを行う。 

〇 

•プラスチックや塗料を使用していまずので、薬品 
や揮発性の溶剤（ガソリン、ベンジン、シンナ ー 、 
なミ由、ベンゾール、アルコール、化ぎぞラをん） 
などは使用しない。 

スプレー（巧を剤、整髪料など）やミ由などびかか 

5ないよラにずる。 

(本体をいためたり、义災①原因） 



•巧れは、台所用中性洗剤を浸したなをかたく絞ってか 
らお:を取ってください。 




•付着したほこりは里気掃除機 
のブラシ付さノズルで吸い取 
つて < ださい。 

※傷がつさますので、金属片の 
よラな硬いものでこずらない 
で < ださい。 

※前面力/て一は勁ミしやすし、ので、 
寄り掛かったり、強く押さな 
いで < ださい。 




• 付着したほこりは電気掃除機 
のブラシ付さノズルで吸い取 
つてください。 

※傷びつさますので、金属片の 
よラな硬いをのでこすらない 
で < ださい。 



■け# 

•お手入れ、掃除をしたを、ポリ袋などをかぶせるか、取扱説明書ととらにお買い上げ時の箱に納めて、湿気のか 
ない場所に保管してください。 

•脚をはずして保管される時は、脚•ちようボルトをなくさないよう大切に保管してください。 

•前面カバー側に荷重びかからないよラにま意してください。 
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とちつた s 


■次のようなを状のとを、異常でないことびありまず。下表を参ちにしてちう一度確認してください。 


を 状 

点おするところ 

処置のしかた 

電源ボタンを巧して 
ち電源ランプやヒー 
U"! ター切換ランプが点 
なしない 

差込プラグがコンセントに入っていない。 

差込フラグをコンセントの奥まで差し込んでください。 

ブレーカーび入っていない。（落ちてい 
る） 

ブレーカーが落ちた原因を取り除いて、ブレーカーを入れ 
て < ださい。 

里源コードを a かすとブヴーが嘛るこ 
とがある。 

直ちに巧巧を中止し、お頁い上げの化巧店または日立を11品の 
お客様ご相談窓□一 R 表 （14 ぺージ）の窓口にごを芭ください。 

他のランプび1つ ULh 点なしている。 

ランフの巧障と思われます。お買い上げの販売店または曰 
立家電品のお客おご相談お□一宾表 （14 ページ)の窓口に 
ご連結 < ださい。 

ヒーターは正常に温度が上がっている。 

本体が斜めやヨコになっている。 

下記圓をご K ください。 

タオルがかかっているなどの原因で、本 
体び巧くなっている。 

温度遇昇防止装豆び面いた場合は、タオルが巧かっているなどの原因 
を取り除いて本がびをめてか5再度衝原ポタンを巧してください。 

原因不明の場合 

お買い上げの販売店または曰立家里品のお客様ご相談窓 □ 
一お表 (14 ぺージ）の客、□にご連おください。 

U] 暖かくならない 

里おランプが点灯しない。 

上記 d: をご！! ください。 

巧源ランフが点巧している。 

ち倒または傾きによりあ倒 OFF スイッチび面いてしぶす。 

里源ボタンを巧しておおを1度切り、転倒または傾いてい 
る本体を立て直して里原を入れ直してください。 

電源ランフが点滅し 

本体が暖まらない。 

知5ないラちに電源 
|3]ランプび消え、：令た 
<なつた。 

おやすみタイマーを使用していた。 

おやすみタイマーが画<と窜源が切れまず。里源ボタンを 
巧してください。 

おはよラタイマーを使用していた。 

おはよラタイマーの自動停止システムのために、働き始め 
てから3時間をに否おが切れます。窜源ボタンを押してく 
ださい。 （9 ぺージ参照） 

室溫び局い。 

止装星(ま^置の一っ)占巧いた。 （4^ -ジ参照） 

おはよラタイマーが 
^■^^働かない。 

おはよラタイマーの設定時間がおや 
すみタイマーの設定時間と同じか、 
それより短い。 

おはよラタイマーの設定時間を、おやすみタイマーの設定 
時間より長く設定してください。 

配電盤のブレーカー 
应]が落ちたり、ヒュー 
ズがとんだりする。 

同時にをくの巧気器具を使用している。 
契約窜流 1U 上の里気を使用している。 

規定里流む内になるよラに、使用する里気器具を選んでく 
ださい。 

契約ち流の増加をご検討ください。 

W 電源コード-差込プ 
•■^ラグび熱い。 

コンセントの骼電娜 15A ヴンペア）よりかさし、。 

許容 g 流が ISA (アンペア） U 上のコンセントを単独でご 
使用ください。コンセントの許容里流をオーパーするとコ 
ンセントが過なします。 

1つの〕ンセントか 52〕llh の糕顆をむている。 

コンセントの差し込みびゆるい。 

直ちに使用を中止し、お另い上げの販売店または曰立家巧 
品のお客様ご相談お□一ち表 （ 14ページ）①窓□にご連経 
<ださい。 

本体内部に異物び入 
つた。汚れが付着した。 



※巧期のころ、においが発生ずることびありまずが、人体に害はありません。においがなくなるまで十分に換気をお願いいたしまず。 
※故障、異常、不具合などがありました5、差込フラグをコンセントか5巧いて、お買い求めの販売店にご連おください。 
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巧をに巧用いただくための点巧 


■巧のような場合には、使用をやめ、お買し U : げの販売店に点検を依頼してくださし、。 


使用前に 

次の異常びあったとを 

•電源コードの損傷。（被覆のずりをれ、ひび割れ） 
•本体の破損。 


使用中 1— 

次のよラな状態になったとを 

参操作部や本体に水をかけた。 

•差込プラグや電源コードが手でさわれないほど熱い。 

(この場合、コンセントの点検ら依頼してください。） 
•取巧説明書どおりに使用してら、不審な点びある。 



型 名 

VHP — 1100 

定 格 

交流100 V -1.030 W (己 0- 日 OHz 共用） 

がお寸法 

高さ約4日.己 cmx 幅約6已 cmx 奥行約2己 cm (本体奥行約 8 cm ) 

質 量 

約 8.0 k 旨 

コードの長さ 

約2.己 m 

安全装置 

お倒 OFF スイッチ、ミ豆度過昇防止装置、温度ヒユーズ、電流ヒユーズ 

タイ 7 — 

おはようタイマー（入タイマー）3〜8時間 （1 時間単位） 

おやすみタイマー(切タイマー）1〜4時間（1時間単位） 

ヒーター出力 

「強」 

1.030 W 

「弱」 

己1己 W 相当 （1,030 W 断続） 
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巧証とアフターサービス (化ずお読み < ださい) 


保証書（裏表紙についていまず） 

イ呆詔書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入 
をお確かめのラえ販売店から受け取っていただを、 
内容をよ<お読みの後、大切に保存して<ださい。 
♦保証期間は、お買い上げの曰か51年です。 


補修/ — i 你 。期間 

当社はこの遠赤か線パネルヒーターの補修用性能部品を 
製造打ち切0後6年間イ呆有しています。 

•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


修理を依頼されるときは Mil ] 

「故障かなとおったら」 （1 1ページ）「安全にお使いいただ 
<ための点検」 （ 12ページ）の項目に従って調べていただ 
を、なお異常のあるとさは、ご使用を中止し、必ず差込 
フラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご相談<だ 
さい。 


■連結していただをたい内容 


品 名 

日立适赤外線パネルヒーター 

型 ち 

VHP -1100 

お買い上げ日 

年月日 

が陌の状況 

(でさるだけ具体的に） 

ご 住 所 

(付近の目げ等ち併せてお巧5せください） 

お 名前 


巧話番号 


訪問ご巧望曰 



■保証期間中は 

修理に際しましては保証害をご提示ください。 

保証含の規定に従って、販売店び惨 S させていたださま 
す。 

■保証期間び過ざているとをは 

修 S すれば使用でさる場合には、ごを望によ〇修巧させ 
ていたださます。 


修理料金のしくみ 


修理料金=技術お+部品代+出張料です。 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術者の人件黃、技術教育費、測定機器等設備 
資、一般管理安等び含まれています。 


部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付 
帯する部材等を含む場合をあ0ます。 


出張料 

商品のある場所へ技術ちをが遣ずる場合のま用 
です。別途、駐車料金をいただく場合びあ D ま 
す。 


ごお居されるときは 


ご転居によ0お買い上げの販売店のアフターヴービスを受 
けられな<なる場合は、前をって販売店にご相談ください。 
ご転居先での曰立の家里品取扱店を紹介させていたださま 
す。 


「 ご不明な点や修理に関するご相談は 1 

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または、お近<の曰立家單品のお客様ご相談お □ 
表 （14 ぺージ）のお□にお問い合わせください。 
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曰立家電品のお客様ご相談窓□一覧表 

(家庭巧気お品の表示に関する公正競争規約による表示） 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓口にご相談ください。 

修理など アフターサービスに 
関するご相談は 

TEL 0120 —3121— 68 

FAX 0120 —31 21 -87 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのご相談は 

TEL 0120 -3121-1 1 

FAX 0120 -31 21 -34 


三■般写相談窓口」ま巧品にっし、てのご意見やご要望は各地区のお客様相談センタ-へ 

担尝地域 

巧話を号 

所在地 

化を道地区 

01 1-833—5088 

ネし巧巿白石区まネしが2を4一 1一10 

ま化地区 

0 2 2 — 2 3 2 — 5 0 8 8 

仙台巿き城お区扇町 1-1-45 

関ま-甲信越地区 

03-3834-8588 

台ま区ま上野2 — 7- 5 (日立家電上野ビル） 

中部地区 

0 5 2-7 9 5-5 0 8 8 

名古屋市ず山区り1宮巧5 5 (日立家電ず山ビル） 

関西地区 

078-431-5088 

巧戸巿まお区甲巧町1 一3 — 8 

中国地区 

082-231-5088 

広島市西区観音巧町1 - 7— 17 

四国地区 

087 7-47-1 088 

巧出巿か田巧4 2 8 5- 1 4 3 

九州-沖巧地区 

092-281-5088 

福岡巿巧多区店屋町7— 18 (巧多渡辺ビル） 


参 ご巧段を口のを巧、巧を化等はを*じなることがありますのでご了みください。 一 0吕 A — 



#株式会な日立ホームテ ツク #日立 ホー ム&ライフソ リユーシヨ ン株式会社 

于 105-8410 まを都港区西巧 巧 2 -15- 12 巧き まの 3)3502-21 11 
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15 






























日立遠赤外線パネルヒーター保証書 I 出張修理 I 

保班期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意萬きじしたがって正常な使用状態で化用していて 
故隨した場合じは、本書記載内をにもとづきお貝い h げのお充巧がお斜修辄 L 、たします。 
お買い上げの日から下記の期間内に故障した場合は、お買い上げの販売店に出張修珊をご化頼の 
卜-、本書をご提示ください。 


型 

名 

VHP -1100 

《お買し）上げ日 

保証期間 

平成 年月日 

本体：1年 

お 

客 

様 

ご住所 

ご芳名 

様 

版 

売 

店 

住所 

店名 

電話 


※巧]棚に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。 


1. 保誠期問内でもこ欠のような場合には有料修理となります。 

(イけを巧上の誤り、または改造やす当な修巧による故障または損傷。 

(口)お贸い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または巧傷。 

(ハ)火災、地露、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障または描傷。 

( 二 )車両、船舶じとう載して使用された場合に生じた故障または損傷。 

(ホ读お用に使用されて生じた故障または損傷。 

(へ)本書のご提示がない場合。 

(卜)本書にお買い上げ年月日、お客様を、販売店名の記入のない場合。あるいは字句を善き換え 
られた場合。 

2. 離なまたは離なに準ずる遠隔地への山張修理を巧った場合には、化張におする実巧を申しをけます。 

3. ごお居の場合は事前にお貫い上げの販売巧にご相談ください。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお巧い上げの販売店に修理がご化頼になれない場合には、取巧説明書の 
14ページの日立家おおのおを様ご相談窓口一覚表をご寬のうえ、おほくの窓口じご相談ください。 

5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。 

6 . 本書は日本国内じおいてのみ有効です。 Effective only in Japan . 


•このが証書は本書に明示した巧問、を件のもとにおいて無料修理をお約がするものです。 
したがってこの保証普じよってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保 
証期間経過後の修理等じついてご不明の場合は、お貿い上げの販売店または取扱説明書の14ぺ 
-ジの日立家電品のお客様ご相談窓口一覧表の窓口にお問い合わせください。 

参保証期間経過後の修理、補修巧性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明善をご覧ください。 


修理メモ 


0 日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 

干 105-8410 東京都港区西新橋 2-15-12 電話 （03) 3502-2111 


















